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不完全菌類に属する酵母であるCandida albicans (以下C.

albicans)は,ヒトの口腔,腸管,臆などに常在微生物叢を
形成することが知られている　C.albicansは,健常者にお

いて病原性を示さないが,AIDSの発症および進行のいず

れかの時期にカンジダ症を引き起こすことから,易感染

宿主に対し病原性を示す日和見感染菌として重要視され
ている。

1936年にCahnが義歯性口内炎とデンチャープラーク中

のC.albicansとの関連について報告して以来,それらの関

係について様々な研究が行われてきた.一方　C.albicans

が象牙質齢蝕や娘両面蝕の病巣から高頻度で分離される

という報告　や,難治性の歯周疾患の歯肉緑下,あるいは,

難治性の根尖病巣から分離されるという報告があり,口

腔内で生じる様々な疾患に関与する可能性について注目
されている。

近年、我々はデンチャープラークの為害性に注目し、

デンチャープラーク中のC.albicansをはじめとする微生物

の誤飲・誤嘆によって嘆下性肺炎や腸管内感染が引き起

こされる可能性を示唆した。

デンチャープラークの微生物学的な特徴の一つとし

て　Candidaの比率が高いことが挙げられるが　C.albicans

に次いでC. tropicalis, C. glabrataが高頻度で分離される.義

近,フルコナゾ-ルなどのアズール系抗真菌薬に低感受

性であるnon-albicansカンジグ属による播種性や深在性のカ

ンジダ症が医科嶺域で増加傾向にあり,中でもC.glabrata

は,高齢者ほど(特に8　0歳以上で)分離頻度が高くな

ることが報告されている.

特に,ガン療法中・臓器移植などで免疫療法を受け

ている患者あるいはAIDS患者や全身の抵抗力の低下した

高齢者において口腔Candidaによる重篤な感染が引き起こ

される可能性を示唆されている.これと一致して,アメ

リカではこの近年　ICUなどでの重篤なカンジグの血行

性・播種性の感染症が増加しており,医療界において非

常に深刻な事態を招いていることが大きく取り上げられ



るようになってきた.この一方で,従来より用いられて

きた抗真菌剤であるポリエン系のアンホテリシンBやア

ズール系の第一選択薬であるフルコナゾ-ルに対する低

感受性カンジグ属や耐性菌の出現が相次いで報告される

ようになってきた.

したがって,高齢者が使用する義歯材料成分が,こ

のようなデンチャープラークあるいはカンジグの保菌あ

るいはその増殖にどのように関与しているか.あるいは,

炎症に伴う体液成分がカンジグ発育やバイオフィルム形成に

どのような作用を及ぼすか.また,感染に際して生体細

胞はどのようなリアクショ　ンをするのか.さらに生体側

の防御因子としての抗菌性ペプチドはカンジグに対して

どのような効果を示すのか.これらについて現在まで検

討を行った研究は皆無である.

したがって本研究では,1) C.albicansと材料およびそ

の成分との相互作用, 2)カンジグのバイオフィルム形成に

おける体液およびその成分の役割, 3)歯肉上皮細胞へ

のカンジダ感染の際の細胞応答, 4)生体由来抗菌性ペ

プチドのカンジグに対する抑制作用について検討を行っ

た.




